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都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 73.1 ha

平成 22 年度　～ 平成 26 年度 平成 22 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

％ 平成21年度 平成26年度

件数 平成20年度 平成26年度

％ 平成21年度 平成26年度15まちづくりワークショップ等の参加率 まちづくりのルールを策定するためのワークショップ 住民のまちづくりへの関心向上と協働のまちづくり 12

目標値

30

特定箇所の交通事故発生件数 東武東上線踏切周辺における年間交通事故件数 基盤整備による安全で安心なまちづくり 6 3

交通安全性・まちなみ満足度 地域住民に対する満足度調査（アンケート） 良質な空間形成による住民の住環境満足度 28

都道府県名 埼玉県 川越市 新河岸駅周辺地区

計画期間 交付期間 26

大目標　：　駅前広場のある良質な空間形成と、安心して歩ける、協働のまちづくり
　　　目標１ ：良質な空間形成
　　　目標２ ：安全で安心なまちづくり
　　　目標３ ：協働のまちづくり

・本地区は、川越市の南部に位置し都心から３５ｋｍ圏内にある。私鉄東武東上線新河岸駅を中心に、鉄道を挟んで東西に、宅地開発による住宅地が広がっている。
・地区周辺には舟運が行われていた頃の歴史を物語る新河岸川や、武蔵野の面影を残す自然や歴史的資源がある。
・昭和３０年代後半から、新河岸駅を中心に東京のベッドタウンとして無秩序に宅地化が進行し、生活幹線道路となる主要道路などの都市基盤整備がされないまま現在に至っている。
・新河岸駅の改札は西側のみであり、駅前広場の整備もされていないため、駅前が車、自転車等で混雑しており危険な状態となっている。
・消防自動車などの緊急車両が入れない狭隘道路が存在し、災害時の安全性が確保されていない。
・歩道の無い狭くて交通量の多い道路により歩行者の安全が確保されていない。特に国道254号（川越街道）と国道254号バイパスを結ぶ市道0043号線は通過交通が多く、隣接する高階小学校の通学路にもなっており早急に対策が必要である。
・駅西口につながる道路と市道0043号線との交差部は危険な五差路になっており、踏切近くで交通量も多く、渋滞を引き起こす原因ともなっている。
・高階土地区画整理事業区域は昭和42年3月8日に118.6haが都市計画決定され、区域の西側の46.1haについては整備が終了しているが、東武東上線を挟んだ72.5haについては事業化に至らず42年が経過している。
・川越市はこれまで、土地区画整理事業を念頭に、地域住民とワークショップを開催し、住民と一緒に地区の課題を確認し、地区のあるべき姿などについて話し合いを進めて来たが、土地区画整理事業による整備は事業費の増大や減歩などの負担に対
する住民の理解を得られず、困難な状況となっている。
・現在は、地域の特性を考慮した地区計画などの手法を用いて、住民と一緒にまちづくりのルールを策定しながら、現実可能な整備手法を用いて、まちづくりを進めていくこととしている。

・道路や駅広などの都市基盤整備による交通渋滞の解消や防災体制の確保。
・歩車分離による歩行者の安全性の確保。
・駅前にふさわしい環境整備。
・新旧住民間の交流機会の拡大と地区の問題意識の向上。
・地区住民のまちづくりへの関心の向上と協働のまちづくり。
・地区の歴史的資源を利用した来訪者の呼び込み。

・第三次川越総合計画において、新河岸駅周辺地域は「地域核」として位置づけられており、地域社会の経済活動など市民活動の基盤として、個々の特性を生かした市街地の形成を図るとしている。
・地域核は、都心核と他の地域核とネットワークで結び、地域核周辺の諸活動を活発にする地域の基盤整備を図るとしている。
・川越市都市マスタープランの地域別構想（高階地区）において、新河岸駅周辺は生活拠点に位置づけられており、良好な市街地の形成に向けて、各種整備手法を取り入れ、早期の事業化を目指すとしている。
・東口及び西口駅前広場整備後、東西を結ぶ自由通路を整備する予定である。

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他

方針に合致する主要な事業
・幹線道路の整備を行うことにより歩車分離を図り、あわせて駅前広場による良質な空間形成を図る。 〔基幹事業〕

・道路　（新河岸駅前通り線街路事業、新河岸駅東口駅前通り線街路事業、市道5309号線改良、市
道5314号線改良、市道0043号線踏切改良）

・基盤整備とともに、地域間の交流と防犯意識を高め、安全で安心なまちづくりを実現する。 〔基幹事業〕
・道路　（新河岸駅前通り線街路事業、新河岸駅東口駅前通り線街路事業、市道5309号道路改良、
市道5314号線道路改良、市道0043号線踏切付近改良、市道５３１５号線道路改良）
・高質空間形成施設　（通学路整備：歩道部のカラー化）
〔提案事業〕
・まちづくり活動推進事業　（安全・安心まちづくりルールの作成）

・地域活動を通して住民のまちへ意識を高め、コミュニティ力のある協働のまちづくりを目指す。 〔提案事業〕
・まちづくり活動推進事業　（まちづくりルールの作成：地区計画）



様式３　目標を達成するために必要な交付対象事業等に関する事項

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費

川越市 直 L=300 W=16 H24 H29 H24 H26 2,356 1,328 1,328 1,328

川越市 直 L=260 W=14 H24 H29 H24 H26 663 278 278 278

川越市 直 L=320 W=14 H22 H23 H22 H23 482 482 482 482

川越市 直 L=300 W=16 H22 H26 H22 H26 1,249 1,249 1,249 1,249

川越市 直 H22 H26 H23 H26 92 92 92 92

川越市 直 L=110 W=6 H25 H26 H25 H26 56 56 56 56

公園

古都及び緑地保全事業

河川

下水道

駐車場有効利用システム

地域生活基盤施設

高質空間形成施設 川越市 直 900ｍ H25 H26 H25 H26 1 1 1 1

高次都市施設

中心拠点誘導施設

生活拠点誘導施設

既存建造物活用事業（中心拠点誘導施設）

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

地区再開発事業

バリアフリー環境整備事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 4,899 3,486 3,486 0 3,486 …A

提案事業（継続地区の場合のみ記載）

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費

川越市 直 - H22 H26 H22 H25 8 8 8 8

合計 8 8 8 0 8 …B

合計(A+B) 3,494
（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度
川越市 国土交通省 L=280 W=16 ○ H22 H25 575

合計 575

（いずれかに○） 事業期間
全体事業費

道路 市道0099号線改良工事

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模

事業活用調
査

-

-

まちづくり活
動推進事業

地区全体

-

交付期間内事業期間

細項目

地域創造
支援事業

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間

住宅市街地
総合整備
事業

道路の歩道部のカラー化

交付期間内事業期間
細項目

道路

街　路 新河岸駅前通り線街路事業

新河岸駅東口駅前通り線街路事業

市　道　 市道5309号線道路改良事業

市道5314号線道路改良事業

市道0043号線踏切付近改良工事

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間

交付対象事業費 3,494 交付限度額 1,397.6 国費率 0.400

市道5315号線道路改良事業



都市再生整備計画の区域

　新河岸駅周辺地区（埼玉県川越市） 面積 73.1 ha 区域 砂新田の一部、砂の一部

※　計画区域が分かるような図面を添付すること。

新河岸駅周辺地区
（73.1ha）



交通安全性・まちなみ満足度 （％） 28 （２１年度） → 30 （２６年度）

特定箇所の交通事故発生件数 （件数） 6 （２０年度） → 3 （２６年度）
まちづくりワークショ ップ等の参加率 （％） 12 （２１年度） → 15 （２６年度）
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目標 駅前広場のある良質な空間形成と、安心して歩ける、協働のまちづくり
代表的な

指標

イメージ写真

基幹事業

提案事業

関連事業

地区計画

凡 例


